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南河内地域では、脳卒中の状態に応じ、地域の機関でさまざまなスタッフが連携しながら治療・リハビリなどを受けて在宅復帰を目指していただきます.

 

　　＊趣味や特技を生かすことも考えていきましょう。

患者さんのリハビリによる目標達成

　　　　　　かかりつけ医の診察と在宅介護サービスを受けながら、安全でいきいきとした家庭生活の継続を目指します。

　　　　　　　＊日常の健康管理と生活習慣病の治療を必ず受けましょう。

　　　　　　　＊つまづいたり、転倒・転落しないように自宅の環境を整えましょう。

　　　　　　　＊必要に応じてﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽや訪問ﾘﾊﾋﾞﾘ、通所ｻｰﾋﾞｽ等を継続しましょう。

　　病名等は現時点で考えられるものです。この内容は標準的な診療・看護・リハビリ等の入院計画です。病状によって変更する場合がありますのでご了承ください。

脳卒中の流れについて説明を受けました。

説明者 記載された診療情報が各医療機関・施設で共有されることに同意します。

医師名 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　年　　　　　月　　　　日

説明受け者（本人・家族）

看護師名 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 署名　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続柄：　　　　　　　　）
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点滴・手術等が終了し病状が安定したら在宅、
回復期リハビリ、療養病院でのリハビリのどれかを
選択します.

患者さんのリハビリによる
目標達成

　　　　　　　　　　＊必要な時期に介護保険や身体障がい認定の申請を説明します。

　　　　　　　　　　＊退院に向けた準備を、ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰやかかりつけ医等相談しながら行います。

座位・立位･歩行訓練を行います。 　　生活の中で動作訓練を行いましょう。

　　動作/食事/言葉などの訓練を行います. 　　在宅へ向けての話し合いをしましょう。

　　家庭訪問や試験外出・外泊を行います. 　　生活習慣病を治療しましょう.

在宅（家庭復帰　通所リハビリテーション　訪問看護ステーション利用）

上記の内容の説明を行いました。　　   　　 年　　　月　　　日

経過中の脳卒中再発時は、急性期病院と連携します。

　　生活のリズムをつけましょう。

集中的なリハビリにより、在宅復帰を目指します. 療養しながら日常生活の自立と在宅復帰を目指します.

          病状に合わせてリハビリを開始
回復期リハビリテーション病院 一般病院、療養型病院、介護老人保健施設等

病状に応じて1-3カ月間
医療ケアが必要な場合は 

療養とリハビリを担う病院・施設
　脳卒中の急性期の治療を行う病院

2～4週間程度 療養と生活機能の回復や維持を担う
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退院

退院

連携する機関と地域連携診療計画の評価・見直しや円滑な連携のための情報交換を定期的に行っています。 
急性期診療の経過、継続するケア、リハビリ等の情報提供を行い、切れ目のない医療を提供できるように努めています。 


